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一
-滝沢彰ーさん(57歳・金剛寺)

木彫などの細工に使う材料の木を
υ 

荒挽きしたものが木地、 それを作る

のが木地師で滝沢さんはこの道37年

のベテラン。材料の木はトチ、シナ、

| お知らせ号〕
〈再生紙を使用しています〉

扶り削る一瞬の“技"
ケヤキ、カパなどで、大きいものは

北海道から取り寄せています。

「これは、農民英術で使うハトを

あしらった砂糖つぽでねエ」と滝沢

さん。ろくろの軸の端にシラカパ材

を取り付け、モーターで旋転させ、
i.t 

バイト(刃物)で材を扶り削ります

-写真=。ひゆるひゆると飛び散る

木〈ず。一瞬一瞬が勝負とあって、

市内では滝沢さんだけ。 r何しろ、

ろくろ屋(木地師)は年季がくうし、

何でも屋みたいなもの」とあっきり。

確かに材料の仕入れから管理、そし

て鍛冶、のこ刃の調整(目立て)と

いったーi阜の技術が要求されます。

最後に「心掛けていることは」と

尋ねると、「人様からお金をいただく

からには、それなりのものを作って

「気が抜けない」という滝沢さん。 差し上げなくては」という答えが返

木曽地方には多いといっ木地師も ってきました。
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11月22日、「第3回ごみ問題講

演会」が中央公民館で関かれま

した。今年は「市民とリサイク

/レ」と題して、東京都目黒区リ

サイクル推進係長の白鳥千恵子

さんが講演。目黒区におけるごみ問題への取

り組みやリサイクルの方法など、ときお 1)笑

いも織1)交ぜた話に、訪れた約80人の出席者

はたいへん参考になった様子でした。(詳細は

1月1日号で紹介します)

「女
性
も
男
性
も
と
も
に
認
め
あ
う
社
会
を
め
ざ
し
て
」
を
テ

l
マ
に
、

社
会
的
に
不
利
な
立
場
に
お
か
れ
る
女
性
問
題
解
消
の
た
め
に
「
上
田
市

女
性
行
動
計
画
」
が
策
定
さ
れ
て
今
年
で
二
年
目
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

十
一
月
二
十
八
日
、

「M
M
う
え
だ
市
民
フ
庁

|
ラ
ム
L

が
文
化
セ
ン
タ
ー
で

.

行
わ
れ
ま
し
た
。
前
段
で
は
、
女
性
行
動
計
画
の
既
要
説
明
を
、
そ
し
て

A
A，
講
演
は
、
国
際
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
所
代
表

・
佐
藤
綾
子
さ
ん
に
よ
る

ず

B
R
「
男
と
女
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
|
男

-

'
の
ホ
ン
ネ
、
女
の
ホ
ン
ネ
」
が
行

J-凡
わ
れ
ま
し
た
。「
パ
フ
オ

|
マ
ン

h

}

ス
」
と
い
う
立
場
か
ら
男
女

h
F

を
分
析
し
た
講
話
に
、
詰
め

4
q
t
か
け
た
人
た
ち
も
聞
き
入
つ

て
い
ま
し
た
。

差別の実態に驚きの声

いのち ・愛 ・人権上回展が11月27日から29日まで、

中央公民館で聞かれました。部落差別の実態をとら

えた写真の展示や、人権に関する資料の展示などに、

訪れた人たちは真剣な表情で見ていました。
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H
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ト
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姉
妹
都
市

・
兵
庫
県
出
石
町

か
ら
、
約
三
百
五
十
年
前
の
、

上
回
に
関
係
の
あ
る
武
重
な
資

料
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
資
料

は
、
正
保
四
年
二
六
四
七
)

に
作
ら
れ
、
信
濃
圏
全
て
の
村

の
石
高
が
記
載
さ
れ
た
「
信
濃

国
郷
村
帳
(上

・
下
)」
や
、
上

回
藩
内
の
家
来
に
与
え
た
領
地

な
ど
を
記
し
た

「信
州
上
田
知

行
高
帳
」
、
そ
し
て
「
善
光
寺
平

絵
図
」
。
こ
れ
ら
は
市
立
博
物
館

で
調
査
を
し
た
あ
と
、
展
示
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

[2] no 
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犬
の
散
歩
で
注
文
が
あ
り
ま
す
。

一万

そ
れ
は
フ
ン
の
後
始
末
を
ち
ゃ
ん
と

滑

し
て
ほ
し
い
こ
と
。
家
の
入
口
、
道

ー

や
空
き
地
は
犬
の
便
所
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
放
置
さ
れ
た
つ
ン
や
オ
シ

ツ

コ
は
、
雨
が
降
っ
た
り
す
る
と
、
周

囲

一
帯
は
も
の
す
ご
い
臭
い
が
た
ち

こ
め
ま
す
。

こ
れ
は
犬
の
責
任
で
は
な
く
、
飼

い
主
の
モ
ラ
ル
の
問
題
と
い
え
ま
す
。

散
歩
の
際
は
、
必
要
最
低
限
、
ス
コ

ッ
プ
と
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
用
意
し
て
も

ら
い
た
い
も
の
で
す
。「
人
の
家
だ
か

ら
」
、
「う
ち
と
は
関
係
な
い
か
ら
」

と
フ
ン
を
さ
せ
ら
れ
た
の
で
は
、
た

ま
り
ま
せ
ん
。

大
切
な
こ
と
は
、
お
お
ぜ
い
の
人

が
寄
り
集
ま
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
こ

と
を
忘
れ
ず
、
一
人
ひ
と
り
が
周
り

の
人
に
対
し
て
、
い
ま
ひ
と
つ
心
〈

ば
り
を
す
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

(

匿
名
)

犬
の
散
歩
も
モ
ラ
ル
を

av 

「あ
な
た

・
わ
た
し
の
芦
」
へ
の
投

稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
三
百
字
以

内

(住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
も
付
記
。
匿
名
も
可

)
に
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8.3ヘクタールの整備スタート
一一議盟中央地区でほ場整備起工式一一

十
一
月
二
十
四
日
、
豊
里
中
央
地
区
ほ
場
整
備
事
業
の
起
工
式
が
、

大
日
木
の
現
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
農
道
整
備

・
農

業
集
落
排
水
事
業
な
ど
を
含
め
た
農
業
基
盤
整
備
事
業
の
一
環
で
、

面
積
は
八

・
一二
円l
け、
事
業
費
は
一
億
三
千
四
百
万
円
。
ま
た
、
こ
の

d
所
く
に
あ
る
配
水
池

も
、
将
来
高
速
道
が

大
臼
木
地
区
を
通
過

す
る
こ
と
で
移
転
と

な
り
ま
す
。

こ
の
日
は
関
係
者

約
三
十
人
が
出
席
し
、

安
全
祈
願
を
し
ま
し

た
。
な
お
、
こ
の
事

業
は
、
来
年
度
完
成

の
子
定
で
す
。

2日 上田市交通運輸対策会議

5日 上田市戦没者追悼式・戦没者遺族大会(文

化センター)

7日 化学消防ポンプ自動車 ・トライアル率受

け入札式 (消防本部) 高齢者文化祭 (高齢

者福祉センター)

9日 上回地域広域行政事務組合消防本部発足

20周年記念式典 (上回創造館)=写真=

一:::::.--一一一ー に」可 10日 上田地域広
帯ー よ5"."鴨刷訴抽相輔副 ・1ー竺ゴ

1 } t a一一寸 域行政事務組合

也幽.iha盛蜘 理事者会

調靖民札制室調馴 11日 全国市長会
盤、ι聖母Rat-m-」 (東京、 -12日)

L_.l忌d 駈iiI#~ .1 14日 小山一平さ
ん勲一等瑞宝草受章祝賀会 (ノfラシオ宝来)

16日 地設を見る会 (m内各施設、 20日・24日

も開催)

17日 県道小諸上回線 ・横沢東部総主要地方道

昇格陳情 (県庁)

18日 交通死亡事故多発に伴う交通安全啓発街

頭指導 (国道18号国分西交差点周辺、 29自治

会などから約250人が参加)

19日 上回市功績者表彰式 (41人が受章) 上

団地域広域行政事務組合議会 市議会全員協

議会 第1図上田市医療協議会

22日 第3回ごみ問題講演会 (中央公民館)

26日 北陸新幹線建設促進陳情 (東京)

27日 いのち ・愛 ・人権上回展(中央公民館、

-29日)

28日 '92うえだ市民フォーラム一女と男のいい

関係ー(文化センタ一、約500人)

29日 第32回短詩型文学祭 (中央公民館)=写

真=

ま
と
め
て
、

干
郷
市
内
大
手
一
ー

二
|
一
六
上
回
市
役
所
秘
書
課

広
報
担
当

(
包
⑫
4
1
0
0
内
線

1

1
1
2
)
ま
で
ど
う
ぞ
。

|市民と市長の日|

官月官官日何)
午前9時~正午

よ田駅周辺に畏期間服置さ

れだ包誌車…。竹月20日、約
200台を獄去しましだ。 これ
はもうモラルの問題ですね。

モ
ラ
ル
の
低
下
目
立
ち
ま
す

市長室
(市役所3階)

30日 退職民生 ・児童委

員感謝状贈呈式

広報うえだ4.12. 16 (3] 



十
二
月
定
例
市
議
会
ガ
、
十
二
月

一
白
か
ら
十
六
日
ま
で
、
士
穴
日
間

聞
か
れ
ま
し
だ
。
今
回
は
、
平
成
四

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、

三

十一

議
案
ガ
提
案
、
審
議
さ
れ
ま
し

だ
。
市
長
提
案
説
明
の
な
か
か
ら
、

主
な
施
策
、
事
業
の
要
旨
を
紹
介
し

ま
す
。

高
速
突
通
網
の
整
備

上
信
越
自
動
車
道

・
北
陸
新

幹
線
建
設
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

広
報
十
二
月

一
日
号
二

・
三
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

吟
北
陸
新
幹
線
丸
子
ト
ン
ネ
ル
の
工
事

上
田
駅
駅
舎
の
建
設

新
幹
線
の
駅
舎
本
体
の
計
画

は
、
日
本
鉄
道
建
設
公
団
と
J

R
と
の
折
衝
段
階
で
す
。
現
地

い
橋
上
駅
に

Zn 
(J) r-..、
場 a

な
る
駅

点
で
新
幹
線
上
田
駅
は
、
高
架

下
を
利
用
し
た
地
平
駅
と
い
う

こ
と
以
外
の
概
要
が
明
ら
か
で

な
い
の
で
、
そ
の
把
握
に
努
力

し
て
い
ま
す
。
在
来
信
越
線
上

回
駅
は
、
橋
上
駅
に
し
た
い
考

え
で
、
建
設
に
つ
い
て
も
近
々

合
意
が
得
ら
れ
る
も
の
と
見
て

い
ま
す
。
な
お
、
駅
周
辺
整
備

事
業
と
も
一
体
的
に
考
え
て
、

利
便
性
の
高
い
、
憩
い
の
場
に

な
る
よ
う
な
橋
上
駅
建
設
を
進

め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

医

療

体

制

の

改

善

救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、

五
ペ
ー
ジ
の
記
事
を
参
照
。

国
立
病
院
の
統
合
問
題
に
つ

い
て
は
、
統
合
病
院
を
こ
の
地

域
全
体
の
中
・
核
医
療
機
関
と
し

て
、
救
急
医
療

・
高
度
専
門
医

療
を
中
心
に
、
住
民
の
期
待
に

こ
た
え
得
る
総
合
病
院
と
し
て

整
備
す
る
た
め
に
、
国
へ
働
き

か
け
て
き
ま
し
た
。
折
衝
の
中

で
国
は
、

「後
医
療
の
め
ど
が
立

ち
、
統
合
へ
の
地
元
合
意
が
で

き
れ
ば
、
統
合
病
院
の
具
体
的

整
備
計
画
を
示
し
た
い
」
と
の

意
向
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
当
面
は
県
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
更
埴
地
域
四
市
町
の

合
意
成
立
に
向
け
て
全
力
を
傾

け
て
い
き
ま
す
。

市
長
提
案
説
明
の

お
も
な
内
容
か
ら

高
齢
者
福
祉
の
充
実

特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム
、
デ

イ

・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
建

設
は
、
制
上
回
し
い
の
み
会
が

平
成
五
年
度
に
室
賀
小
跡
に
設

置
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
と
協
議
し
た
と
こ
ろ
、

寝
た
き
り
老
人
な
ど
の
介
護
者

に
対
き
、
各
種
相
談
や
助
言
を

二
十
四
時
間
体
制
で
応
じ
る
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
も
併
設

し
た
い
考
え
で
す
。

含統合病院問題にも全力を

職
業
訓
練
短
大
の
誘
致

平
成
七
年
四
月
に
県
営
上
回

リ
サ
ー
チ
パ

l
ク
内
へ
の
開
校

と
い
う
こ
と
で
決
定
。
生
産
技

術
科
、
制
御
技
術
科
、
電
子
技 合福祉施設が室賀小Ietd也に

広報うえだ4.12. 16 [4] 

善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

マ
信
州
ジ
ャ
ス
コ
側
ほ
て
い
や
上
田

庖
様

三
十
四
万
四
百
六
円
都
市

緑
化
の
推
進
と
し
て

マ
倒
五
味
楽
器
庖
梯

琴
セ

ッ
ト

一

式

川

辺

小

へ

マ
久
保
角
太
郎
様

(川
辺
町
)
カ
ラ

ー
テ
レ
ビ

・
ビ
デ
オ
デ

ッ
キ

・
ビ
デ

オ
収
納
ラ

ッ
ク
各
一
台
清
明
小
へ

マ
堀
内
き
志
樟

(新
聞
)
ぞ
う
き
ん

五
十
枚
北
小
へ

マ
小
井
土
昭
二
様

(
下
川
原
柳
町
)

文
芸
ま
ん
が
シ
リ
ー
ズ
全
三
十
巻

北
小
へ

マ
械
信
州
ガ
ー
デ
ン

百

万

円

社

会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
佐
藤
次
雄
様

(
城
北
)
百
万
円

社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
上
田
ガ
ス
側
様

小
学
校
教
材
ビ

デ
オ
テ
ー
プ
十
七
巻
市
内
小
学
校

十
七
校
へ

マ
東
京
電
力
側
千
曲
川
電
力
所
様

点
字
図
書
九
種
四
十
七
冊
点
字
図

書
館
蔵
書
と
し
て

マ
上
田
テ

ニ
ス
協
会
様

二
十
万
円

市
営
西
庭
球
場
照
明
設
備
増
設
工
f

事
費
の
一
部
と
し
て

マ
上
回
紙
文
具
商
組
合
機

七
万
円

社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
石
井
六
次
様

(染
屋
)自
動
車
(
パ



術
科
、
情
報
技
術
科
の
四
科
の

開
設
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
県
上
回
技
術
専

門
校
は
一
部
を
残
し
て
、
同
短

期
大
学
校
へ
の
転
換
か
廃
止
と

な
る
予
定
で
す
。充実ヘ/

救急受人体制

官

。
告
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
上
回
城
跡
公
園
本
丸
航
船
川

復
元
工
事
に
つ
い
て
は
、
平
成

五
年
一
月
に
基
礎
工
事
は
、
三

月
に
は
木
組
工
事
に
と
っ
か
か

る
予
定
で
す
。

社

会

教

育

の

推

進

市
民
各
界
各
層
の
代
表
に
よ

る
上
田
市
生
涯
学
習
基
本
構
想

策
定
委
員
会
か
ら
、
二
年
に
わ

た
る
検
討
結
果
を
ま
と
め
た
報

今
年
五
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ

た
「
上
回
市
医
療
問
題
研
究
委
員

会
」
の
最
終
報
告
の
中
で
「
市
内

の
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
体
制
の

改
善
が
必
要
」
と
い
う
提
言
が
あ

り
ま
し
た
。
市
で
は
、
報
告
を
受

け
て
以
来
、
そ
の
具
体
策
を
上
田

市
医
師
会
と
協
議
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
こ
の
ほ
ど
不
安
の

強
か
っ
た
平
日
の
夜
間
に
つ
い
て
、

上
田
市
単
独
で
救
急
協
力
病
院
を

三
病
院
お
願
い
し
て
、
夜
間
の
救

急
車
の
受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
救
急
患
者
の
受

け
入
れ
体
制
は
、
別
表
の
と
お
り

よ田市の救急医療体制

第一次救急医療 第二次救急医療 第三次救急医療

昼
※ 

平 救急告示医療機関 各 病 院 佐久総合病院
間各 関 巣 医

夜
救急告示医療機関

日 医セ師ン会タ夜一間急声一 病※院群総番制病院 信州大学医学部

付属病院
問

|救急協 力病院|

休 昼
在宅当番医術j

長野赤十字病院
当番医療機関 病院務輪番制病院

問

夜 在宅当番医伽l

日間
当番医療機関 病院群輸審制病院

と
な
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
市
民
の
救
急
医
療
の

確
保
に
向
け
、
医
師
会
の
協
力
を

い
た
だ
き
、
引
き
続
き
整
備
を
続

け
る
考
え
で
す
。

-
問
い
合
わ
せ

民
生
部
霞
療
担

当
(
内
線
1
3
8
0
)

※第一次救急医療…入院を必要としない、または短期の入

院ですむ医療

※第二次救急医療…入院または手術が必要な医療

※第三次救急医療…特に専門性の高い医療

※救急告示医療機関・・・救急J必者の一次医療を確保するため、

その受けJIIlとして県の指定を受けた|友銀機関

※病院群輪番儀IJ病院…休刊 .{i<tmの入院治療を必要とする
JIi:佐救急J忠名-の医療を総f~~するため、毎H 、交符で診療

に当たる病院

5病院

市内10医療機関

病院群輪番制病院

救急告示医療機関 吋'ぐら

t櫓門復元も工事へ
3病院上田市救急協力病院

ン
)
一
台
報
恩
寮
へ

マ
上
田
信
用
金
庫
様

一
千
万
円

地
域
振
興
の
た
め
に

マ

ωcコ『
5
0
工
↑
一
一
古
里
織

自
動
二
輪

車
一
台
消
防
活
動
用
車
両
と
し
て

マ
浅
井
益
香
寿
様

(
北
天
神
町
)
一

万
七
千
十
一
円
社
会
福
祉
基
金
積

立
金
と
し
て

マ
上
小
地
域
郵
便
局
様

五
万
五
千

三
百
九
十
七
円
社
会
福
祉
基
金
積

立
金
と
し
て

マ
山
和
防
災
設
備
側
様

百
五
十
万

円
消
防
車
両
購
入
に
、
自
動
二
輪

車
三
台
消
防
活
動
用
車
両
と
し
て

(
8
月
引
日
i
H
月
2
日
受
付
分
)

女
性
の
か
だ

消
防
団
ば
大
歓
迎

γす
ノ

こ
の
ほ
ど
、
女
性
消
防
団
員
の
ポ
ス
タ

ー
が
完
成
し
、
公
共
機
関
な
ど
へ
約
千
枚

を
配
布
し
ま
し
た
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー
は、

「
み
ら
い
へ
・
愛
・
い
ま
か
ら
」
が
テ
ー

マ
で
、
女
性
が
少
な
い
消
防
団
へ
の
参
加

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
女
性
団
員
は
、

主
に
広
報
活

動
の
仕
事
が

中
心
に
な
り

ま
す
。
問
い

合
わ
せ
は
、

消
防
本
部
総

務

課

(
密
⑧

0
1
1
9
)
 

ま
で
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
。

Eき崎明弘

広報うえだ4.12. 16 [5] 



ス
タ 圃| 氷上抑制動性能の比較(速度蜘I hからの柳田~)
、y

ド
レ
ス
の園 | 守 ~. 11m 乾燥路 (通産省テスト結果)

'1生
A~ 

目E
(~ 

まず、わたしから実践…
・三急やめて安全運転
(急ハンドル、急発進、急ブレーキ)

・家のまわりの雪かきと清掃

・雪の日は公共突通機関で

路面の積雪、雪質、凍結状況に応じた適切な運転
老実践してください。

FF・
'11兵士-耳石直|

目白圃

... 急先進{ま

ililt、タイヤ{ま2反転
させないよう

ゆっくりと

留置B ブレーキ
はiιめに、急、フ。レー
キは避け、エ
ンシンプレ
ーキをk手c

G置D
ブレーキは一

l主に蹄み込まず、

かにポンピングをf

急ハンドルは

j監It、スムーズなハ

ンドルt~Hi: を

:;..-

:;....-・-

スパイクタイヤ

可

スノマイクタイヤは

ましたが、 まだ使え

しまうのはもったい

スノマイクタイヤは

タイヤとしてイ受用で

路を損傷する ことも

生活環境課では、

ピン抜き機を無料で

電気 ドリルを使い、

簡単に抜ける方法で

ださい。

ただし、週末や休

込みが多いので、

願い します。

お
願
い
/

{は正ふ、 l版以完J，iλi
などでで‘、イi料で引き取りしてい

ます。ごみとして-Hiでると不;去

投棄となり間せられますので、

車色刈にf合てないでください。



ーーーー一

年6月27日に公布・施行された
んの発生の防止に関する法律J

タイヤの使用を禁止する地域に

1日からスパイクタイヤは使え

日から(実質的にはこの冬から)

クタイヤを使用した者には罰則

りました。罰金は10万円以下で
と遣い、刑罰として処理

る必要があります。

l闘が見送られてきた大型車につい

日からスパイクタイヤが使用禁

されるととか決定しています。

運動をいっそう推進するととも

道路環境の整備や安全運転指導を

小型強力清掃車による道路清掃

こんなに減った道路粉じん
一一 目指そう粉じんゼロの街 一一

平成2年度までの調査では、

スハイクタイヤ装着率、降下ば

いじん量とも順調に減少してき

ましたか、またまだ草分しんセロ

とはいえませんでした

しかし、平成3年度は市民の

(%) 
ス 40

イ

330  

イ

220  
婚

* 10 

皆さんのこ協力により、装着率

が最高で8.7%、ばいじんの量も

11.6 とたいへん少なくなりま

した

スハイク柿しんゼロの街まで

あと一怠です

( t Ivn~ 30日}
40 降
下
11' 
30 ~、
し
ん

20 量

10 

12.fl I 2 3 12月 I 2 3 12月 I 2 3 

e諸島 liit'. 匂窪歯



お知らせア・弓・カルト

;こ弓おう7
ご
み
処
理
に
は
た
い
へ
ん
お

金
が
か
か
る
こ
と
は
ご
存
じ
だ

と
思
い
ま
す
。
具
体
的
に
お
話

し
し
ま
し
ょ
う
。

上
田
市
の
平
成
三
年
度
に
・
か

か
っ
た
ご
み
処
理
岱
(
清
婦
世
}

は
九
億
一
千
有
六
十
六
万
円
に

も
上
リ
ま
す
@

こ
れ
は
一
世
情

当
た
り
約
二
万

三
千
円
(
一
人

当
た
り
約
七
千

六
百
円
)
に
な

る
計
算
で
す
。

一
J
当
た
り

に
勘
算
す
る
と

一
万
九
千
六
百

5~ 
人ミ
カ宮
崎
n 
の
空受
L章

政
府
は
、
平
成
問
年
秋
の
叙
勲
受

取
者
(
卜

一
月
一-一
円
付
け
)
と
護
家

受
章
お
(同
て
日
付
け
)
を
そ
れ
ぞ

れ
先
哀
し
ま
し
た
。
上
川
市
で
は
、

元
L

仁
川
市
長
で
、
参
議
院
副
議
長
と

し
て
嗣
会
の
円
滑
な
運
常
に
寄
与
し

た
小
山

一一
千
さ
ん
は
じ
め
、
五
人
が

附
れ
の
受
章
に
叫
聴
き
ま
し
た
。

(
倣
称
略
)

減量にあなたの実践を

-m一
等
瑞
宝
章

マ
小
山

一
一千

(
沌

・
踏
人
)
元
参
議

院
副
議
長

-
勲
五
等
瑞
宝
章

マ
飯
島
杏
栄
(
位

・
築
地
)
学
校
院

・
勲
六
等
瑞
宝
章

マ
春
日
賢

一

(η
・
西
脇
)
元
県・
終

官
補
-
黄
綬
褒
章

マ
山
寺
堅
一
(
乃

・
鍛
冶
町
)
元
全

国
エ
ル
ビ
ー
ガ
ス
卸
売
協
会
朝
刊
事

-
藍
綬
褒
議

マ
大
脇
純

一

一ロ

|ご、今月!早期JRPf299円1

収入 | 吏出

(予算税額) I (予算現綴)
(収入i斉鰍i) 1 (文:I¥i行古川

2 f.n; 7 . 637万問 121.立7.637万問

11窓6.397万円 111.0:2守048万円

161;0:7，945万円 1161E7.886万円

91!J. 3587;問 16tn;4.540万円

収入 | 支← 生

(子.ri..fJ!制) I (予t):収納)
(収入i点制) I (文，'1¥消狐)

838万円 I 2，468万円
o I 1.133万円

61:0:4，090万円 110低2，045万円

4，238万円 131む2，015万円

(引

・
丸
闘
畑
町
)
保
護

公営企業会計

出
関
奴
益
的
収
支

三豊富・

u: 
の
~ 
Jι 
，量生命

Eミ

~41 
L人

企業名

産院事業

水道事業

平
成
同
年
度
上
附
市
功
績
者
表
彰

式
が
十

一
月
十
九
日
、
市
役
所
六
階

大
会
議
室
で
行
わ
れ
、
間
十

↑
人
が

受
抗
さ
れ
ま
し
た
。

(

敬
称
略
)

・
自
治
功
績

。

企業名

産院事業

※

資

本

的

収

支

四
十
六
円
で
す
か
ら
、
か
な
り

の
費
用
を
必
要
と
す
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
一
日
に
一
人
が
出
す

ご
み
の
量
は
、
燃
や
せ
る
ニ
み

九
百
十
句
、
燃
や
せ
な
い
ご
み

百
五
十
二
号
で
計
千
六
十
一

u
，

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
心
掛
け
で

ご
み
の
減
量
は
、
一
人
ひ
と

り
が
こ
の
現
状
を
認
識
し
、
ち

ょ
っ
と
し
た

こ
と
を
実
践
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
さ
ほ
ど
む
ず

か
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
一
人

一
日
五
十
勺

(卵

一
個
」
分
の
「
減
景
」
を
す
れ

水道事業

※収益的収支

~-J~"~・の経常的な経営活動の収入支出をポす Lの。

※資本的収支

将米のtk'常活動にliiiえて行う筏設改良、現伐の
終~' i活動に府 Lもられている地設にかカ sる企業()'tf'n

j送金などの収入文出をïJ~す Lのe

ば
、
市
全
体
で
一
日
約
六
，
の
減

量
(
年
間
で
約
二
千
二
百
f

}

に

な
り
、
年
間
約
四
千
三
百
万
問
の

経
費
節
減
に
な
る
の
で
す
。

台
所
の
生
ご
み
を
コ
ン
ポ
ス
ト

(
た
い
肥
化
容
器
)
で
処
車
、
す
る

と
か
、
コ

ン
ポ
ス
ト
が
無
理
な
ら

せ
め
て
水
切
り
を
じ
ゅ
う
よ
ん
に

す
る
と
か
、
あ
る
い
は
買
い
物
で

買
い
過
ぎ
に
注
意
す
る
と
か
、

一

人
ひ
と
り
の
そ
う
い
っ
た
般
み
艮

ね
が
大
き
い

の
で
す
。

毎
日
以
卵
1
個
分
で

年
間
側
万
円
の
節
減

(訂正おわび)前号12月1日号のrシリーズごみそ減らそう⑪』の本文日行自で
r(平成3年度の市民一人当たり…)J;をrlトン当たり」に訂正します。

E=!長曹長軍軍司・

0円

山林 1，669万6，71211ず

住宅

('hIl出1
{建物j

21万8司903111

6万2.315tn

-E明暗躍揖官官.

220 f.n;2. 351万円
128 f.~7 ， 4987;円

3481n9，849万円

-E届..-逗圃~t'.ヨ・

千/fiL金 51{窓1，972万円

イT!lsはiE券 5，879h'円

土地 195}j1， 141 Jll 

処 物 28);5，782 m' 

一般会計・

特別会計

(fT計j



. 
ー

マ
大
槻
学
(
河

・
院
内
)

マ
窪
田

昭一
ニ
(制

・
北
天
神
町
)
マ
高
島
利

男
(
臼

・
大
屋
)
マ
宮
原
恒
雄
(
印
・

上
塩
尻
)

-
教
育
・
文
化
功
績

マ
岩
草
満
(
出

・
原
町
)
マ
竹
内

徳
尾
(
臼

・上
沢
)
マ
田
中
静
江
(
邸
・

海
野
町
)

マ
中
島
大
中
ハ
(
市

・
秩
和
)

・
社
会
功
績

マ
高
木
製
裟
次
(
白
・
御
所
)
マ

竹
内

一
郎
(
引

・
上
沢
)

-
産
業
功
績

マ
民
向
島
包
義
(
臼
・
御
所
)
マ
背

島
正
利
(
臼

・
新
町
)
マ
池
田
昌
(
日
・

上
室
賀
)

マ
石
井
徳
人
(
臼

・
下
室

賀
)

マ
石
塚
嘉
四
郎

(η
・
新
麗
)

マ
上
原
八
郎
(
印

・
北
常
国
)
マ
大

久
保

一
海
(
路

・
常
入
)
マ
風
間
清

平
(
引

・
川
辺
町
)

マ
菊
地
湊
(
引
・

海
野
町
)
マ
甲
田
淑
夫
(
印

・
五
加
)

マ
小
林
陵
努

(ω
・
海
野
町
)

マ
小

森
弘
路
(
臼

・
上
川
原
柳
町
)
マ
佐

藤
進
(
引
・
学
海
南
)

マ
佐
野
節
子

(
m
w

・
高
士
見
台
)
マ
島
川
盟
(
肘
.

新
聞
)

マ
角
田
雄
(
刊
・
丸
岡
畑
町
)

マ
清
水
平
八
郎
(
引
・
間
町
)
マ
角

谷
栄
輝
(
日
・
下
紺
屋
町
)
マ
武
問

健
次
郎
(
引
ブ
小
泉
)
マ
竹
村
嘉
親

(郎

・
三
好
町
)
マ
手
塚
春
夫

(η
・

材
木
町
}

マ
寺
沢
次
男

(
臼
・
諏
訪

形
)
マ
名
取
安
利
(
引

・
下
紺
屋
町
)

マ
宮
沢
巌
(
臼
・
上
話
回
)
マ
宮

ω

静
雄
(
印

・
下
青
木
)
マ
矢
品
良
康

(臼

・
久
保
林
}

マ
薮
田
利
失
(
削

・

上
房
山
)
マ
山
岸
誠
(
祁

・
中
之
粂
)

マ
山
口
義
登
(
侃

・
三
好
町
)
マ
山

本
充
宏
(
位

・
中
常
田
)
マ
横
.
内
正

規
(
叩

・
束
前
山
)

お知らせア・弓・かしト

言十ゐ玄Jjlj ヰ寺
支出演額収入資額予算現額名8t ..，・.x3; 

857万円61k19，990万阿81t!.8.368万円

2，198万円2，241方向4.972方向海図湾銀ffJ.送
電 &5 ~喜 量権

161.意9.315n阿201:意4.672万円471E4，258方向aag健康保険事業

1，537万円4，638万円5，355万円夜通災害共済事業

5，300万阿4，653万円11:窓2.434万円
衛担I 事業
センタ 一 事業

241~3 ， 624万円231E9.680万円581!! 590万円老人保健事業

市では、皆さんに財政状況を理解していだ

だく疋め、百年土半期と下半期の2回、定期
的に内容をお知らせしています。舎回は、平

成4年度上半期の会計別収支状況、地方債現

在高、 一時借入金、 市青財産の状況について

です。(平成4年9月30日現在。万円未満は囚

揺五入してあります〉 336万円l億670万何10f.~2. 739n円重量娘集活排水事業

11:1]:4.838方向9，039方向851万円31E 
悶利地区住宅新援
資金等貸fす窃襲

81:意4.741万円31ii7，024万円321意2.039万円公共下水道事業

一般会計 531~2 ， 746万円5711.2，607万円

339億4，904万円

129億2，207方向
38.1% 

1621!1.606方向

t.~_:-t 

き十合

同一同一

万一万一
a-
---a-ノhV

A
V
-n
v
-o-

n
E
一
勾

'
-
q
J

-E
・・

・

4
9
-
Rz
n
v
 

E
Z芯
I

l
l
-
-

《

ud=o
一

内
屯

υ
-内
‘

u
-

q
d
-
'』
一

en 
24Ui4.585万円 (29.6%)

29Lri.l，772万円 (48.9%)

3'8億1，344万円 (50.5%)

461.意5.99"方向 (43.1%)

61位7.047n悶 (38.2%)

381UI.538万円 (33.5%)

予
算
現
額

支寸
す
る
ヰ叉
λ 
率
伺
と
執
1'7' 
率
地
σ〉
グ
ーフ
フ

制的 2?8万円 (41制

131窓7.364万円 02.7%)
些盤1..248万円(8.0%) 
211l!:9.361万円 (28.4%)

26(窓 457方向 (26.7%)

26fn:l，640万円 (0 %) 
33fii3.000万同 (60.5%)

159f意6.536万阿 (52.4%)

費

※土木費、民生費などには、前年度繰越日月E午費繰越額を含む

[9] 

※市償、国庫支出会などには、前年度繰越明許費繰越額を含む

広報うえだ4.12. 16 



危険物取扱者の試験
(>とき・ところ平成5年2月14日間=
長野市、同2月21日侶)=松本市(会場は後
日通知) (>種類全種類 (>申し込み

12月24日開から平成5年1月竹田伺)までに
(財〉消防試験センター長野県受部ヘ郵送。

願書などは消防本部予防課〈怨@011g) 
にあります。 (>その他準備講習会もあ

ります。詳しくは消防本部予防課へ。

"
う
っ
か
り
火
災
“

1
く
そ
う

・
天
ぷ
ら
を
掴
妨
げ
て
い
る
と
制

1
1
ダ
が

き
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

J
』吟

2

・ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や

〆
弘
己

す
い
も
の
を
近
づ
け
な
い
。

'M
鎧
〓
-=
¥

年末年始の/ご/み/収嫌lク日ン
まま⑫0666

---' 収 1裏 持ち込みの受け付け

12月29目的 通常の火曜日地区のみ級集 午前8時30j)-一川時4S分
(特別収集) 午後 l時一4侍

30日休J通常の水曜日地区のみ収集 午前8時30分 11 a寺45会
(特別収集) 午後 |時-4時

31臼(;t 休 み
直接持ち込みのみ受け付けます

午前 8 時30~- 1 1 島幸45j)-

l月1自治リ

2日1土h 休 み 休 み

3日(目B

4日I月h 平常どおり収集 平常どおり受け付け

圃
『
農
業
委
員
会
委
員
」

圃
選
挙
人
名
簿
め
申
請

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は

農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
の
申
請
に
基
づ

き
、
毎
年

一
月

一
日
現
在
に
よ
り
作

成
さ
れ
ま
す
。
こ
の
名
簿
に
覚
録
さ

れ
な
い
と
投
票
す
る
権
利
が
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と

に
注
意
さ
れ
、
必
ず
期
間
ま
で
に
申

請
警
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

-
一
月
十
一
日
ま
で
に
提
出
を

出
業
委
員
会
で
は
、
農
家
の
皆
さ

ん
に
今
月
中
に
届
く
よ
う
申
請
書
を

お
配
り
し
ま
す
。
所
定
の
欄
に
記
入

し
、
平
成
五
年
一
月
十

一
日
開
ま
で

に
農
業
委
員
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
一

月
十

一
日
ま
で
に
提
出
さ
れ

市
役
所

・
各
施
設
な
ど

-市役所(鐙殿・塩田・川西支所)

12月29日閃から1!弓3日目まで休みになります。なお、 戸
籍の届け出 (出生・死亡など)leI:、市役所宿直室(本庁舎西
側)で銀います。

・水道修理
水道管の凍結など水道事故は、市役所宿直室 (fi③410
0)ヘご連絡ください。

・トイレのくみ取り

12月30目的材、ら1月3回目まで休みになります。12月23日
闘は操業します。例年、年末になるとトイレのくみ取りが集

中し、ご希望の日にお伺いできない場合がありますので、で

きるだけ1月に延ばすようお願いします。

各施設の年末年始の休業日

12月26日-1月5日
(期間中の返却は
返却ポストへ)

市民の森スケート主義 I 12月29日-1月l日
(火 事事) I 12月31日午後-1月2日

大星斎場…… ! 
(ペッ ト火葬)I 12月31日-1月3日

博物館、山本烈官己念館
f言;農国分寺資料館
{勤〈婦人の家、サン・ワーク上国
高自章者福祉センター、
デイ ・サービスセンター、相染関
市民会館、上回創造館、
文化センター、各公民館
勤労青少年ホーム

産院 (30日は緊急当番医)
乳児焼、点字図書館

アクアプラザ上回

ま
せ
ん
と
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
ず
、
選
挙
の
際
に
投
票
が
で
き
ま

せ
ん
。
申
請
書
は
、
農
業
委
員
会
で
審
査

し
た
後
、
選
挙
皆
理
委
員
会
へ
送
付

さ
れ
ま
す
。
選
挙
管
理
委
員
会
で
は

申
請
書
に
基
づ
き
二
月
二
十
日

ωま

で
に
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

を
作
成
し
、
同
二
十
三
日

ωか
ら
十

五
日
間
、
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
期
間

を
設
け
ま
す
。
も
し
、名
簿
に
誤
り
な

ど
が
あ
れ
ば
縦
覧
期
間
中
に
選
挙
人

は
異
議
の
申
し
出
が
で
き
ま
す
。

選
挙
人
名
簿
は
三
月
三
十

一
日
附

に
確
定
し
、
そ
の
後

一
年
間
、
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
に
使
わ
れ
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

(内
線
1
6
7
2
)

園
山
め
幸
料
理
コ
ふ
ワ

.
1
ル
に
応
募
し
よ
う

マ
募
集
作
品

し
い
た
け
、
な
め

こ
、
イ
ワ
ナ
、
ヤ
マ
メ
、
山
菜
類
を

使
っ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
料
理

マ
応
募

方
法

上
田
市
森
林
組

合

(
市
役
所

本
庁
舎
二
階

・
8
⑫
8
2
6
6
)
か

上
小
地
方
事
務
所
林
務
課
(
岱
⑫

1

2
6
0
)
に
あ
る
申
込
書
に
料
理
内

容
な
ど
を
書
い
て
、
平
成
五
年

一
月

十
一
日
間
ま
で
に
上
小
地
方
事
務
所

林
務
課
内

・
上
小
林
業
振
興
地
域
育

成
協
議
会
事
務
局
へ

マ
そ
の
他

上
位
入
賞
作
品
は
、
平
成
五
年

一
月

二
十
日
附
に
実
演
と
試
食
会
(
中
央

公
民
館
)
を
行
い
、
賞
状
、
記
念
品

を
贈
呈
。

館聖書図

12月29日-1月3臼

(文化会館、相繍は)
12月28日ー1月4El J 

(岱⑫ 11 1 1) 

-上小地減小中学校児童生徒絵画・ 書道・工芸展

平成5年 l月15日樹 (午前9時一午後4時)

・親子映画教室 |月5日(;k)・6日附 (午前10時一、午後2時一)

= fマッチ売りの少女」、「雪の女主J

・プラネタリウム特別投影 1 月 5 日 (;k} - 8 日~ (午後 l 待30分

一、午後3時一)= f冬の星空と星座のなりたち」
・冬の星座をプラネタリウムでさかそう |月7日附、8臼樹 (午

前10時-)

・太陽のおいたち(学習)

1 2月 23 日~N-

よこ田創造館イベント情報

[10] 

12月28臼ー|月l日

12人(+4)I負傷者数 .900人(+5)I 

1月9自由 (午前10時一)

上田市の突通事畝発生状況|発生件数回7件(-16)|死者数
(11月末現在) )l' ( )は前年比



月の相談官

園
中
小
企
業
退
職
金
共

圃
済
補
助
金
的
申
請
を

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、

国
の
援
助
に
よ
っ
て
退
職
し
た
従
業

員
に
退
職
金
が
支
払
わ
れ
る
も
の
で

す
。
こ
の
制
度
に
加
入
し
て
い
る
事

業
主
の
か
た
に
は
、
市
か
ら
も
掛
け

金
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
の
で
、

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
対
象

平
成
元
年
二
月
以
降
の

加
入
者
で
、
今
年
一
月
か
ら
十
二
月

ま
で
に
掛
け
金
を
納
め
た
事
業
、
王

自主納付司わた、口座振替~)便利7す/

3期

今月の納税
固定資産税

都市計画税

国民健康保険税 6期

納期限は12月25日です

___(柑 マ
内か 提
線ら 出
1同 期
4 ニ 問
1十
2 日平
~(:水)成
へま五
で年

労月
政七
課日

国
市
営
住
宅
め
補
充
入

国
居
者
を
募
集
し
ま
守

マ
募
集
団
地
市
営
住
宅
(企
般
)

マ
申
し
込
み

平
成
五
年

一
月
十
四

日
嗣
ま
で
に
管
理
課

(内
線
1
5
0

5
)
ヘ

マ
抽
選

平
成
五
年
一
月

二
十
七
日
制
午
前
十
時
か
ら
観
光
会

館
で
行
い
ま
す
。

キ目 =長火.~ 名 日 時 相談など

1月8日掛
法; 律 相 談 13 : 30 -15 : 30 市 f約先は生活環

(予約制) 1月22日制 i支 境線(内線1389)
13: 30-15: 30 所

人権 ・悩みごと相談
1月7日(村

宮
13: 00-16 : 00 @ 生活.E;i境課

1月14日(水) 4 (南庁舎31;符)
土地建物相談 1 

13: 00-16 : 00 。
農地問題相談

1月4日(月)
。
農業委員会

8 :30-17:00 {本l-r合2階)

行 政 相 員炎
1月11日(fl)

阿武デパート
10: 00-15 : 00 

心配ごと相談
毎週火H程日

10: 00-15: 00 社会福祉協議会

法 律 相 議
1月16臼m 宮 ⑫ 2025
10 : 00一正午

う去 律 相 圭岡広民 1月20日(村

(予約 IIiIJ) 13: 30-15 : 00 上回商工会議所

保険年金相談
毎週月~金lllill:l E ⑫ 4500 
9 : 00-16 : 00 

市 民 ヰ自 談 毎週月~土曜日(午前)

消費生活相談 9 : 00-16 : 00 市 生活環境課

毎週月~金111il日
(南庁舎3階)

ヲA匂. 通 相 談
9 : 00-16 : 00 

i交
宮 ⑫ 2000

毎週月~金曜日 所 青少年相談室
青少年相談

9 : 00-16 : 00 2 ⑫ 8080 

毎週月~土lIil~ 日 京音1¥保 育凶

子育て 相談 8 : 30-19 : 30 保育センター

(土附日は12:30) E ⑮ 3096 

市
職
員
を
募
集

市
で
は
、
来
年
度
採
用
予
定
の

職
員
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

マ
募
集
人
員

各
職
種
と
も
若

干
名

マ
必
要
書
類
①
選
考
申

込
書
②
履
歴
書
(
①
②
と
も
総
務

課
に
あ
り
ま
す
)
③
健
康
診
断
書

(
公
立
医
療
機
関
で
受
診
し
た
も

の
)
④
助
産
婦
ま
た
は
看
護
婦
の

場
合
は
、
免
許
蓄
の
写
し
、
ま
た

は
助
産
に
関
す
る
学
科
の
修
了
見

込
(
卒
業
)
証
明
書
も
し
く
は
、
看

護
婦
に
な
る
た
め
に
必
要
な
学
科

の
修
了
見
込
(
卒
業
)証
明
書
⑤
臼

円
切
手
添
付
の
白
二
重
封
筒
(
ム
口

4年度上田市職員募集要項

饗
査
拙
按
女
査

教

検

般

格
一
考

菌

作

性

附

始
自

分

開

年

幻

時

始

ぬ

査

5
月

8
開

時

考

成

l

前

付

8
考

平

午

受

同
選

人

生

市

一
る

人

受

が

か

行

人

-
る
に
図
め
い
る
を
度

、遂

な

裕

一

す

降

上

た

て

あ

付

程

人

き

務

能

一
当
以

在

の

し

で

交

の

の

で

職

可

t
一

該

日

現

ど

住

民

の

容

で

が

に

が

重
一
も

2

日
な
居
市
帳
脇
陣
ま
勤
し
応

一
に
月

れ
い
学

に

国

手

の

級

遜

な

対

族
一
れ

d

付
勉
村
上
者
そ

5
リ
者
人
に

3
一
ず
年
人
争
は
町
は
害
工
ら
よ
譲
な
題

一
い
幻
た

4
た
市
族
館

γ
か
に
介
能
出

応
一
の
和
れ
成
ま
他
家
体
J
級
力

、
可
記

-
次
昭
ま
平
民
酷
吋
が
身
け

l
g
つ
が
箪
早

市

町

①

③

⑨

⑤

地
内
鞘
劃

斬

榊

帥
叩

山
間

対

目手守選考白4霊職

ー

否
連
絡
用
。
あ
て
名
を
記
入
)

マ

申
し
込
み

十
二
月
二
十
一
日
聞

か
ら
平
成
五
年
一
月
十
六
日

ωま

で
に
市
役
所
三
階
総
務
課
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
第
二

・第
四
土
曜
日
は
閉
庁
自
で
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

総
務
課
(
内
線

1
2
0
2
i
1
2
0
4
)
 

接

女

蛮

蛮
検

検

裕

力

菌

作

性

体

刷

始
日

分

開

年

幻

時

始

初

釜

5
月

9

関

酷
吋
考

成

l

前

付

9

考

平

午

受

間

選

次のいずれにも該当する人
①昭和29年4月2日以降に生
まれた人
②通勤可能の縫図に居住して
いること

③助産婦または看護婦の免許
を有する人(平成5年5月
末日までに資格取得見込者
を含む)
③市内の病院、診療所、医院、
助産所等に勤務していない
人

婦

婦

産

譲

助

看

選考は来年 1月27日

12月31日開から1月1日出早朝にかけて、上回受通別所線の臨時
電車が出ます。詳しくは上回受遜(fi'⑫3330)ヘ。別所北向観音初詣に臨時電車か出ます-・l

a

凋

qE--

凋
什
B
'，l‘
 



-田中実可子、ん
(2歳・小牧)

「妹(1日か月)とおもちゃ

の取りつこでたいへん。

絵本が好きですよ」と母

の光被さん

保健診tt
保健予防課(内線l374)

-1月の乳幼児健康診査

1>受付時間 いずれも午後1時-2時 1>持ち物

母子健康手帳、パスタオル (4・10か月児)、歯ブラシ

( 1歳 6か月児)01歳6か月児は、赤ちゃん手帳の中

にある健康診査察に記入してお持ちください。3歳児

の健康診査票は、様式が変わりました。また、視聴覚

検査のアンケートも加わりましたので用紙をお送りし

ます。ご記入のうえ健康診査にお出かけください。

保健センター (市役所南庁舎 2階)

健 主阿孔~ 実施日 生年 月 日

月
1月7日 4. 8. 16- 8. 31 

4 か
1月19日 9. 1-9. 15 4. 

10 か 月
1月14日 4. 2. 16- 2. 29 

1月28日 4. 3. 1- 3. 15 

l歳6か月
1月13日 3. 6. 16-6. 30 

1月20日 3. 7. 1-7. 15 

3 歳
1月6日 5t. 12. 1-12. 15 

1月29日 元.12. 16-12. 31 

塩田母子健康センター (塩田地区)

4 か月 I_ ~ _ _ _ I4. 8. 16-9. 15 
I 1月12B I 

10 か月 I-_.--- I 4. 2.16-3.15 

1歳6か月 I 1月25日 I 3. 5. 16 - 7. 15 

川西社会福祉センター (川西地区)

4 か月 I I4. 8.16- 9.15 

10 か月 I1月18日 |4. 2. 16-3. 15 

1歳6か月 I I 3. 6. 16-7. 15 

-人間ドックに補助金

1>対象 35歳以上の市民で、次のどれかに当てはま

る人。①国保加入者②国保以外の保険加入者で助成制

度を受けられない人③国保以外の保険加入者で助成制

度があっても市の助成よりも下回る給付を受けている

人 1>補助額一泊二日ドック15，000問、半日ド ック

7，500円 1>申請に必要なもの 検査費用領収書、保険

証、印鑑、 口座番号のわかる もの 1>その他 長野健

康センターでの検査は、この補助対象になりませんが、

検査を受ける前に保健予防課へご連絡ください。 1>

問い合わせ 国保年金課 (内線1367)、保健予防課(内

線1373)

在宅の寝たきηのかたなど 邑同訓Ik， 
s蜂歯科聴診・ML
4・・S圃IP' • ....、ゾ ・¥".11:'1'

-・222iZ31正51忠告11rzt町長需品恥19)
・開い百 V 凶

成人病の早期発見、早期治療を/

|基|本|健康|診|査|
成人病は習慣病ともいわれ、長い聞の生活株式とi奈
い関連があり、 40歳を過ぎたころから急増しています。
人生80年時代といわれる今日、長生きしたことを喜
べるために、成人病の早期発見、早期治療を心がけま

しょう。市では次のとおり基本健康診査を行っていま

す。

1>対象 40歳以上の人 1>受診場所 市内の病 ・医
院(事前に受診日時などを確認してくださL、)1>受診

料 1，000問。ただし、 ①70歳以上の人、 ②65歳以上で
老人保健法の医療受給者、 ③生i活舌剖{保呆護1惟仕帯帯.の人 .市民
税非語隷I~品F税見1世並立:帯の人 (1保呆健予防課で無
料です。

検査項目からわかる主な病気と異常

項 自 検 主E 内 2幸 どんな秘%がわかるか

間!診
身l自血覚圧長定測状定{主張既往盆 自治ー生活身体計iM 肥満やせすき.

自庄 高血fE 低血圧

検 隊
査ま白 線t詰}j血

野邸主的 精尿病
ウロビリ ノーゲン

Ifrl液一般
.赤血I:j(・へ7 トデリ ット

貧血
-ヘモグロビン

GOT GPT JH'掻有者 肝硬変

r-GT P アルコーJ~t生肝炎 足並飲

血 i仮 総コレステロール 動脈硬化熔b幻市

生化学
中性耳旨肪 甲状腺綾

Hll Lコレステロール 動脈硬化

クレアチニン 腎臓病
.血糖 織法翁

• ~L、 ';R図 心臓病

'1浪ほ検査
動脈硬化

踏尿病性変化など

診 ，ザ~、 総合的な診t断と指示

*印の検査は医師の診断に基づき選択的に実施します。

広報うえだ4，12， 16 [12] 
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